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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン 
（野村SMA向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第17期（決算日2022年12月26日） 
 

作成対象期間（2021年12月28日～2022年12月26日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2006年４月７日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

中長期的にＴＯＰＩＸ（東証株価指数）を上回る投資成果を目指して、積極的に運用します。株式への投資に当たっては、将来の企
業収益予想等に基づいて測定される投資価値からみて、市場価格（株価）が他の銘柄に比べて相対的に割安と判断される銘柄を選定
し、業種分散等も考慮のうえ、ポートフォリオを構築することを基本とします。 
組入銘柄については、適宜見直しを行ないます。 
株式の実質的な組入に当たっては、フルインベストメントを基本とします。 

主な投資対象 

ノムラ・ジャパン・ 
バリュー・オープン 
（野村SMA向け） 

ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、直接株式
に投資する場合があります｡ 

ノムラ・ジャパン・ 
バリュー・オープン 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

ノムラ・ジャパン・ 
バリュー・オープン 
（野村SMA向け） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

ノムラ・ジャパン・ 
バリュー・オープン 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として、繰越分を含めた利子・配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

ＴＯＰＩＸ(東証株価指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

13期(2018年12月25日) 12,447 5 △21.2 1,415.55 △22.7 97.9 － 367 

14期(2019年12月25日) 15,803 5 27.0 1,721.42 21.6 97.3 － 370 

15期(2020年12月25日) 16,938 5 7.2 1,778.41 3.3 98.0 － 397 

16期(2021年12月27日) 18,172 5 7.3 1,977.90 11.2 98.5 － 337 

17期(2022年12月26日) 18,424 5 1.4 1,902.52 △ 3.8 97.1 － 679 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 ＴＯＰＩＸ(東証株価指数) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年12月27日 18,172 － 1,977.90 － 98.5 － 

12月末 18,535 2.0 1,992.33 0.7 97.2 － 

2022年１月末 17,541 △3.5 1,895.93 △4.1 97.9 － 

２月末 17,598 △3.2 1,886.93 △4.6 98.1 － 

３月末 17,537 △3.5 1,946.40 △1.6 95.2 － 

４月末 17,177 △5.5 1,899.62 △4.0 96.3 － 

５月末 17,201 △5.3 1,912.67 △3.3 96.5 － 

６月末 17,430 △4.1 1,870.82 △5.4 96.5 － 

７月末 17,885 △1.6 1,940.31 △1.9 96.9 － 

８月末 18,264 0.5 1,963.16 △0.7 96.4 － 

９月末 17,699 △2.6 1,835.94 △7.2 95.3 － 

10月末 18,135 △0.2 1,929.43 △2.5 95.8 － 

11月末 18,792 3.4 1,985.57 0.4 95.6 － 

(期  末)       

2022年12月26日 18,429 1.4 1,902.52 △3.8 97.1 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2021年12月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、TOPIX（東証株価指数）です。ベンチマークは、作成期首（2021年12月27日）の値が基準価額と同一となるように計

算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は1.4％の上昇 

基準価額は、期首18,172円から期末18,429円（分配金込み）に257円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～６月中旬） 

（下落） ウクライナを巡るロシアと欧米との対立などからリスク回避的な動きが強まったこと

や、FRB（米連邦準備制度理事会）が３月の利上げ実施を示唆し積極的な金融引き締

めへの懸念が高まったこと 

（上昇） 2021年10-12月期の企業決算において国内外の需要回復などを受けた業績見通しの上

方修正が目立ったこと 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

（下落） ロシアによるウクライナ侵攻の激化を受けて原油価格が急上昇するなど世界経済の先

行きに対する不安が高まったこと 

（上昇） 日米金利差拡大により一時１米ドル125円台まで円安が進行したこと 

（下落） 上海のロックダウン（都市封鎖）継続によるサプライチェーン（供給網）混乱の長期

化が懸念されたことや、米国株がインフレ懸念の高まりなどから大きく下落したこと 

（上昇） 上海のロックダウンの段階的な解除方針が示されたことや、円安ドル高が進んだこと

から輸出関連銘柄を中心に買いが広がったこと 

（下落） ECB（欧州中央銀行）が利上げ方針に転じたことや、米国でインフレ拡大懸念から長

期金利が上昇したこと 

 

②の局面（６月中旬～期末） 

（上昇） 参議院選挙での自民党大勝により景気対策への期待が高まったことや、７月の米CPI

（消費者物価指数）の伸び率鈍化などインフレのピークアウトを意識させる経済指標が

発表されたこと 

（下落） 米国の金融引き締めが長期化するとの見方から世界経済への先行き懸念が強まったこ

とや、欧州各国の中央銀行も相次いで更なる利上げに踏み切ったこと 

（上昇） 10月の米CPI上昇率が市場予想を下回ったことでFRBの金利引き上げペースが鈍化す

るとの見方が広がったこと 

（下落） 中国において新型コロナウイルス新規感染者数が過去最多を更新したことや、日銀が

金融政策決定会合でイールドカーブ・コントロール（長短金利操作）の修正として10

年国債利回りの許容変動幅を拡大したこと 

 

○投資環境 

期首は、円安が好感されて国内株式市場は上昇して始まりました。しかし、その後は、国内

でのオミクロン株による新型コロナウイルス感染再拡大を受けて東京都など大都市への「まん

延防止等重点措置」適用の可能性が高まったことや、ウクライナを巡るロシアと欧米との対立

などからリスク回避的な動きが強まったほか、FRBが３月の利上げ実施を示唆し積極的な金融

引き締めへの懸念が高まったことなどから、国内株式市場は下落しました。 

２月に入ると、米国の利上げペースについて慎重な見方が広がり米国株式市場が上昇したこ

とや、2021年10-12月期の企業決算において国内外の需要回復などを受けた業績見通しの上方

修正が目立ったことから、国内株式市場は反発しました。しかし、その後は、ロシアによるウ

クライナ侵攻の激化を受けて原油価格が急上昇するなど世界経済の先行きに対する不安が高

まり、国内株式市場は大きく下落しました。 

３月中旬以降は、FOMC（米連邦公開市場委員会）で0.25％の利上げが実施されたものの、

2022年の金利見通しが想定内の内容となったことで市場参加者の安心感につながったほか、日

米金利差拡大により一時１米ドル125円台まで円安が進行したことなどが好感され、国内株式

市場は大きく反発しました。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

４月に入ると、インフレへの警戒感から米国が今後より積極的に利上げを実施するとの見方

が強まったことや、上海のロックダウンが継続され、中国経済だけでなくサプライチェーン混

乱の長期化による世界経済の落ち込みへの懸念が高まったことから、国内株式市場は大きく下

落しました。 

５月下旬以降は、上海のロックダウンの段階的な解除方針が示されたことや、円安ドル高が

進んだことから輸出関連銘柄を中心に買いが広がったことなどから、国内株式市場は反発しま

したが、６月中旬以降は、ECBが利上げ方針に転じたことや、米国でインフレ拡大懸念から長

期金利が上昇したことなどから、国内株式市場は下落しました。 

７月に入ると、米国の長期金利上昇が一服したことや、参議院選挙での自民党大勝により景

気対策への期待が高まったことなどから、国内株式市場は上昇しました。 

８月には、ペロシ米下院議長の台湾訪問により米中関係悪化への懸念が高まったことで下落

する場面もありましたが、７月の米CPIの伸び率鈍化などインフレのピークアウトを意識させ

る経済指標が発表され、米国の大幅利上げ観測が後退したことや、日本では新型コロナウイル

スに関連して入国者数上限の緩和検討などが報じられたことなどから、国内株式市場は上昇し

ました。 

９月は、米国の金融引き締めが長期化するとの見方から世界経済への先行き懸念が強まった

ほか、欧州各国の中央銀行も相次いで更なる利上げに踏み切り、更に英国の新政権の政策への

不信によるポンド安などから投資家のリスク許容度低下につながり、国内株式市場は大幅に下

落しました。 

その後は、長期金利上昇が一服したことで米国株式市場が堅調に推移したことや、一時１米

ドル150円を超えた円安を背景に輸出関連企業の業績上方修正への期待が高まったこと、更に

は、10月の米CPI上昇率が市場予想を下回ったことでFRBの金利引き上げペースが鈍化すると

の見方が広がったことなどから、国内株式市場は11月下旬にかけて大幅に上昇しました。 

その後は、中国において新型コロナウイルス新規感染者数が過去最多を更新し、同国におけ

る行動制限を通じた企業活動への悪影響が懸念されたことや、日銀が金融政策決定会合でイー

ルドカーブ・コントロールの修正として10年国債利回りの許容変動幅を拡大したことがネガ

ティブサプライズとなったことなどから、国内株式市場は下落して期末を迎えました。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○当ファンドのポートフォリオ 

＜投資に対する考え方＞ 

「長期的な視点で投資することが優れたパフォーマンスを生み出す」という信念のもと、地

道な企業調査・分析と投資理論を組み合わせた厳格な投資アプローチを行なっています。 

企業のバリュー（投資価値）は将来どれくらいの収益を生み出せるかで決まります。これに

対して、プライス（市場株価）は売り手と買い手の現時点での需給関係で決まります。したがっ

て、市場株価と投資価値は一時的に大きく異なることはあっても、長期のトレンドで見れば、

必ずいつかは市場株価が投資価値へ近づいていくと考えます。ここに大きなリターンを得る源

泉があります。この投資価値と市場株価の裁定取引＊（アービトラージ）、別の言葉で言えば、

将来と現在のアービトラージに着目している点が当ファンドの特徴です。 
＊裁定取引 需給関係の差異などから生じた商品間の価格差を利用して利ザヤを得る取引。割安なものを買い、同時に割高なものを売って、

その後両者の価格関係が正常化した時に反対売買を行なえば差益が得られる。 

 

［ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）］ 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド］を高位に

組み入れました。実質的な株式組入比率は期を通じて高位を維持し、期末は97.1％としました。 

 

［ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

期を通じて高位を維持し、期末には97.3％としました。 

 

・期中の主な動き 

＜主な銘柄＞ 

①期首は、 

空車情報と貨物情報をマッチングする求貨求車事業で国内大手のトランコム、 

業務用厨房機器で国内大手のマルゼン、 

半導体研磨材の超高純度コロイダルシリカや食品添加物の果実酸類を製造する扶桑化学工業、 

M&A（企業の合併・買収）により海外事業を拡大してきた国内生保大手の第一生命ホールディングス、 

兼松の連結子会社で仮想化技術を中心としたインフラ構築などを手掛ける兼松エレクトロニクス 

などを組み入れの上位としました。 

②期中には、 

引き続き、扶桑化学工業などの組み入れを上位に維持したほか、 

カーディーラーを中心に自動車用ボディコーティングなど自社開発商品を販売している中央自動車工業、 

世界トップシェアのニッチな機能化学品や医薬品原薬・中間体などを製造する大阪ソーダ、 

電子部品用途薬剤まで幅広く製造する四国化成工業、 

国内電力業界トップランナーの原子力稼働に加えて高い再生エネルギー電源構成比が強みの九州電力 

などを組み入れの上位としました。 

（最新の組入上位銘柄の開示は、ホームページに掲載されております。御参照ください。） 

③銘柄数は、期首143銘柄から、期末は148銘柄となりました。   
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

＜業種配分＞ 

業種配分については、ボトムアップアプローチによる個別銘柄選択の結果、化学、情報・通

信業、卸売業などに多く投資しています。 

 

業種配分をベンチマークと比べますと、化学、建設業、金属製品などの組入比率が高めに、

電気機器、輸送用機器、医薬品などの組入比率が低めになっています。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比で5.2ポイントのプラス 

今期の基準価額の騰落率は1.4％の上昇とな

り、ベンチマークであるTOPIX（東証株価指数）

の3.8％の下落に対し、5.2ポイント上回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①ベンチマークに比べ保有を少なめにしてい

た電気機器セクターがベンチマークのパ

フォーマンスを下まわったこと 

②ベンチマークに比べ保有を多めにしていた

銘柄で、東京特殊電線、日精エー・エス・ビー

機械、パルグループホールディングスなどが

ベンチマークのパフォーマンスを上まわっ

たこと 

 

（マイナス要因） 

①ベンチマークに比べ保有を多めにしていた化学セクターがベンチマークのパフォーマンス

を下まわったこと 

②ベンチマークに比べ保有を多めにしていた銘柄で、TOKYO BASE、扶桑化学工業、スプリッ

クスなどがベンチマークのパフォーマンスを下まわったこと 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

◎分配金 

（１） 収益分配金は、基準価額の水準などを勘案して１万口当たり５円とさせていただきまし

た。分配金が再投資される契約を結ばれた方につきましては、分配金を再投資させて頂

きました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第17期 

2021年12月28日～ 
2022年12月26日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.027％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 11,017   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

◎今後の運用方針 

［ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド］ 

・中長期的な視野に立った本質的な投資価値と比較して、現在の株価が割安と判断される銘柄

を、ボトムアップ調査を通じて積極的に発掘し、中長期的にベンチマークを上回る運用成績

を目指します。 

 

・事業戦略に優位性があるにもかかわらず、市場の注目をまだ集めておらず、株価に割安感が

見られる銘柄、社内改革活動などで経営に変化の兆しが見られる銘柄、株主還元姿勢の変化

により資本効率の改善が期待される銘柄などに注目しており、業種を超えて幅広く調査して

います。 

 

＜企業分析の視点＞ 

私たちは、企業が持っている「本質的な投資価値」を見出すために、長期にわたる持続的な

成長と収益性の維持（高ROIC（投下資産利益率）の持続）が可能であるかを見極めることに注

力しつつ、適切な資本政策によるROE（株主資本利益率）の維持あるいは改善が期待できるか

にも注目しております。分析のポイントは「どの程度の競争力（強み・弱み）を持っているか」

に集約されますが、単に事業運営上の強みだけでなく、マネジメントのリーダーシップや従業

員の意識改革の進展度といった企業の「活力」の分析も重要視しています。経営の結果である

財務諸表の分析に加え、こうした経営者の視点で企業を調査分析することで、長期にわたり安

定したパフォーマンスを実現できると考えています。 

 

［ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）］ 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド］の組み入

れを高位に維持し、基準価額の向上に努めます。 

 

今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○１万口当たりの費用明細 (2021年12月28日～2022年12月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 170  0.954  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (141)  (0.790)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 10)  (0.055)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 20)  (0.110)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 10   0.058   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 10)  (0.058)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 181   1.015    

期中の平均基準価額は、17,816円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.96％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○売買及び取引の状況 (2021年12月28日～2022年12月26日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド 92,813 322,800 2,715 9,600 

 
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2021年12月28日～2022年12月26日) 

 

項 目 
当 期 

ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 3,199,661千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,927,211千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.81   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年12月28日～2022年12月26日) 

 

＜ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,641 263 16.0 1,557 287 18.4 

平均保有割合 14.3%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 334千円 
うち利害関係人への支払額（B） 63千円 

（B）／（A） 18.8％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2022年12月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド 94,846 184,944 677,934 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2022年12月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド 677,934 99.3 

コール・ローン等、その他 4,756 0.7 

投資信託財産総額 682,690 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年12月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 682,690,111   

 コール・ローン等 4,655,727   

 ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン マザーファンド(評価額) 677,934,384   

 未収入金 100,000   

(B) 負債 3,387,069   

 未払収益分配金 184,353   

 未払信託報酬 3,191,767   

 未払利息 7   

 その他未払費用 10,942   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 679,303,042   

 元本 368,706,995   

 次期繰越損益金 310,596,047   

(D) 受益権総口数 368,706,995口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,424円 
 

（注）期首元本額は185,899,876円、期中追加設定元本額は184,776,600

円、期中一部解約元本額は1,969,481円、１口当たり純資産額は

1.8424円です。 
 

○損益の状況 (2021年12月28日～2022年12月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        609   

 支払利息 △        609   

(B) 有価証券売買損益 27,636,442   

 売買益 27,826,924   

 売買損 △    190,482   

(C) 信託報酬等 △  5,530,246   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 22,105,587   

(E) 前期繰越損益金 117,339,502   

(F) 追加信託差損益金 171,335,311   

 (配当等相当額) (  263,768,272)  

 (売買損益相当額) (△ 92,432,961)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 310,780,400   

(H) 収益分配金 △    184,353   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 310,596,047   

 追加信託差損益金 171,335,311   

 (配当等相当額) (  266,974,326)  

 (売買損益相当額) (△ 95,639,015)  

 分配準備積立金 139,260,736   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2021年12月28日～2022年12月26日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2021年12月28日～ 
2022年12月26日 

a. 配当等収益(経費控除後) 13,744,316円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 8,361,271円 

c. 信託約款に定める収益調整金 266,974,326円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 117,339,502円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 406,419,415円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 11,022円 

g. 分配金 184,353円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 
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ノムラ・ジャパン・バリュー・オープン（野村SMA向け）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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